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概  要 

 

名古屋コーチン卵の外観は「桜吹雪」と呼ばれ、淡い桜色に白い斑点が散っ

たものが良い（図１）。良質な血統の親鳥を掛け合わせて良い卵を産するため

に育種を行っている。育種では卵の形状、大きさ、白斑点の評価が必要。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来評価は、専用の器具や目視により行われている。現在、形状は、長軸と

短軸の長さ、体積は長軸方向に分割した円柱の体積を積分する区分求積法で求

めている（図２）。白斑点は、ラベリング処理により面積と個数を計測して評

価を行っている。 

本技術の 

有用性 

１．自然産物(卵)の形状計測と評価を実現した。 

２．卵の体積を従来にない精度で簡便に計測。 

３．従来の評価に合致した評価を画像処理技術を用いて実現した。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

        

    図１．名古屋コーチン卵    図２．計測アルゴリズム 

適用可能製品 
１．研究機関、試験場における鶏卵形状、体積、外観の評価ツール。  

２．鶏卵生産現場でのインライン鶏卵評価への適用。 
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